
桁別論理演算



ビットパターンＸとＦＦの論理演算

Ｘ＝１０１１０１１０について考える。

① 論理和はＸのすべてのビットが１となる。

② 論理積はＸのビットは変化しない。

③ 排他的論理和はＸのすべてのビットは反転する。

１０１１０１１０ 1０１１０１１０ １０１１０１１０
ＯＲ１１１１１１１１ ＡＮＤ１１１１１１１１ ＥＯＲ１１１１１１１１

１１１１１１１１ １０１１０１１０ ０１００１００１



ビットパターンＸと００の論理演算

Ｘ＝１０１１０１１０について考える。

① 論理和はＸのビットは変化しない。

② 論理積はＸのすべてのビットが０になる。

③ 排他的論理和はＸのビットは変化しない。

１０１１０１１０ １０１１０１１０ １０１１０１１０
ＯＲ００００００００ ＡＮＤ００００００００ ＥＯＲ００００００００

１０１１０１１０ ００００００００ １０１１０１１０



ビットパターンＸ同士の論理演算

Ｘ＝１０１１０１１０について考える。

① 論理和はＸのビットは変化しない。

② 論理積はＸのビットは変化しない。

③ 排他的論理和はＸのすべてのビットが０になる。

１０１１０１１０ １０１１０１１０ １０１１０１１０
ＯＲ１０１１０１１０ ＡＮＤ１０１１０１１０ ＥＯＲ１０１１０１１０

１０１１０１１０ １０１１０１１０ ００００００００



ビットパターンと８０の論理演算

Ｘ＝１０１１０１１０について考える。

① 論理和は、ＭＳＢ、Ｘのビットは変化しない。

② 論理積は、ＭＳＢのビットは変化せず、他のビットは０になる。

③ 排他的論理和は、
ＭＳＢのビットは反転し、他のビットは変化しない。

１０１１０１１０ １０１１０１１０ １０１１０１１０
ＯＲ１０００００００ ＡＮＤ１０００００００ ＥＯＲ１０００００００

１０１１０１１０ １０００００００ ００１１０１１０



マスキングとは

① マスキングは、マスクを使って、
あるビットパターンの一部を抽出する方法である。

② 対象となるビットパターンとマスクとの間で、
ビット単位の論理演算を行う。

③ ８ビットの任意のビットパターンと
(０３)１６の論理積を求めると、

任意のビットパターンの
下位２ビットのビットパターンを抽出できる。



マスキングの具体例

① ビットパターン１０１１００１１の
最下位の２ビットを抽出する。

１０１１００１１
ＡＮＤ ００００００１１

００００００１１

② マスクとして、
上位６ビットはすべて０、下位２ビットは１１を使用する。

③ 桁別論理積の演算結果として、下位２ビットが抽出さ



ビットパターンの分割法

ビットパターン１０１１０１００から
順次２ビットずつ抽出して、

８ビットのビットパターンを４個形成する場合の
手続きは次の手順で行う。

① １０１１０１００と００００００１１の論理積を求める。

１０１１０１００∧００００００１１＝００００００００

００００００００を得る。



② １０１１０１００を右に２ビットシフトする。

１０１１０１００→００１０１１０１

００１０１１０１を得る。

③ ００１０１１０１と００００００１１の論理積を求める。

００１０１１０１∧００００００１１＝０００００００１

０００００００１を得る。



④ ００１０１１０１を右に２ビットシフトする。

００１０１１０１→００００１０１１

００００１０１１を得る。

⑤ ００００１０１１と００００００１１の論理積を求める。

００００１０１１∧００００００１１＝００００００１１

００００００１０を得る。



⑥ ００００１０１１を右に２ビットシフトする。

００００１０１１→００００００１０

００００００１０を得る。

⑦ ００００００１０と００００００１１の論理積を求める。

００００００１０∧００００００１１＝００００００１０

００００００１０を得る。



⑧ 次の４個のビットパターンを得る。

❶ ００００００００
❷ ０００００００１
❸ ００００００１１
❹ ００００００１０



ビットパターンの合成法

４個のビットパターンから
最下位の２ビットを抽出して、

８ビットのビットパターン１個を
合成する手順は次の通りである。

① ００００００１０を２ビット左にシフトする。

００００００１０→００００１０００

００００１０００を得る。



② ００００１０００と００００００１１の論理和を求める。

００００１０００＋００００００１１＝００００１０１１

００００１０１１を得る。

③ ００００１０１１を２ビット左にシフトする。

００００１０１１→００１０１１００

００１０１１００を得る。



④ ００１０１１００と０００００００１の論理和を求める。

００１０１１００＋０００００００１＝００１０１１０１

００１０１１０１を得る。

⑤ ００１０１１０１を２ビット左にシフトする。

００１０１１０１→１０１１０１００

１０１１０１００を得る。



⑥ １０１１０１００と００００００００の論理和を求める。

１０１１０１００＋００００００００＝１０１１０１００

１０１１０１００を得る。

⑦ 合成結果は、１０１１０１００となる。
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